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令和５年度 江東区立深川第八中学校 経営計画 

校長名 齊藤 泰弘    

 Ⅰ 教育目標 

自主・自立  ～ 豊かな心をもち、自ら学び、心身が健康な生徒を育成する ～ 

 

Ⅱ 経営方針 

目指す学校像 

○「学び方スタンダード」を徹底して、落ち着いた規律ある授業を実践することによ

り「こうとう学びスタンダード」の定着を図り、一人一人の確かな学力を伸ばせる

学校 

○ 生徒一人一人が自分らしく安心して生活できる学校 

○ 生徒の自己肯定感を高められる学校 

○ 保護者や地域から信頼される学校 

○ 生徒の豊かな人間性や社会性を育むことができる学校 

目指す児童

（生徒）像 

○ 自己肯定感が高く、何事にも主体的に取り組むことができる生徒 

○ お互いの個性や特性を尊重し合うことができる思いやりの心をもった生徒 

○ 深川第八中学校で学ぶことに誇りを感じ、向上心と自立心をもった生徒 

○ 基本的な生活習慣を身に付け、当たり前のことを当たり前にできる生徒 

目指す教師像 

○ 生徒一人一人の成長を支える教育活動に最大の努力を惜しまない教師 

○ 教師としての使命感が高く、常に向上心をもって自己研鑚に励む教師 

○ ＩＣＴ機器を活用するなど、わかる授業、興味関心・学習意欲を喚起する授業を

目指し、常に授業の工夫改善に取り組むことができる教師 

○ 教師としての高い見識を備え、多様性や人権に配慮した指導ができる教師  

○ 組織の一員として、組織的に協働して職務の遂行ができる教師 

経 営 理 念 

教育目標を実現するために、次の３つの柱で教育活動を進めていく。 

○ 生徒の自己肯定感を高められる教育活動を推進する。 

全学年合同の学校行事の開催や地域行事への参加を推進し、異学年の生徒や地域

の方等、様々な人との交流活動を通して自分自身のことを知り、自分の良さや可能

性を見出すことによって自分の存在を適切に認め、一人一人の生徒を学校生活のど

こかの場面で自分らしく輝かせる。 

○ 生徒の多様性への理解を深めさせ、お互いの個性や特性を尊重し合えるような教

育活動を推進する。 

新しい「制服や身だしなみ等のきまり」の運用、多様性への理解をテーマとした

道徳の授業や出前授業などを通して多様性への理解を深めさせ、お互いに個性や特

性を尊重し合い、一人一人の生徒が自分らしく安心して生活できる学校を目指す。 

○ 保護者や地域に信頼される学校を目指す。 

保護者や地域の方の意見を真摯に受け止め、生徒の成長のために学校にできる 

ことについては、教職員一同が一枚岩になって、誠心誠意、努力していく。 
 

Ⅲ 経営目標  
 

重点領域１ 確かな学力の定着とさらなる伸長 

中期経営目標 
○ 「主体的・対話的で深い学び」を意識した授業の工夫・改善 

○ ＩＣＴ機器を活用した授業の工夫改善を行い、わかる授業、興味関心・学習意欲を

喚起する授業を目指す。 

短期経営目標 

○ 「こうとう学びスタンダード」の達成のために、「学び方スタンダード」の徹底を図

り、基礎学力の定着を図る。 

○ デジタル教科書やクロームブックを効果的に活用し、生徒の興味関心・学習意欲を

喚起する。 

項目 努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 
授業、学年・学級活動において「学び方スタンダ

ード」を徹底できるように取り組む。 

「学び方スタンダード」の「家庭学習」と「授業

中の姿勢」の項目で生徒の達成度を８０％以上

にする。 



 ２ 

２ 

「こうとう学びスタンダード」の達成のために

授業規律を重視し、授業中に私語がないよう徹

底できるように取り組む。 

「授業中は私語をせず、周りに迷惑かけず真面

目に授業に参加している」で肯定的な回答（「そ

う思う」と「どちらかというとそう思う」）をし

た生徒を９０％以上にする。 

３ 
授業推進プランに基づき「主体的・対話的で深い

学び」を意識した授業に取り組む。 

「意欲を持って主体的に学ぶことができた」で

肯定的な回答の生徒を９０％以上にする。 

 

重点領域２ 豊かな心と健康な心身の育成 
中期経営目標 命を大切にし、思いやりの心をもった生徒の育成 

短期経営目標 

○ いじめの未然防止、早期発見・解消を目指し、生徒の友達関係等の状況をつぶさに

観察し、生徒理解に努める。 

○ 「体力スタンダード」の達成を目指し、楽しみながら体力向上に努めさせる。 

項目 努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 

いじめの未然防止、早期発見・解消を目指し、生

徒が安心かつ安全な学校生活を送れるよう取り

組む。 

「あなたは楽しく安心して学校生活を送ってい

る」で肯定的な回答の生徒を９５％以上にする。 

２ 

生徒の多様性への理解を深めさせ、お互いに個

性や特性を尊重し合えるような教育活動に取り

組む。 

「友達の良いところや違いを認めることができ

た」で「そう思う」と回答する生徒を８０％以上

にする。 

３ 

保健体育の授業や運動部の活動において、体力

の向上を図るとともに、スポーツの楽しさを味

わわせることができるように取り組む。 

体力テストにおいて、各種目で前年度達成度を

超える。「スポーツや運動することが好きであ

る」で肯定的な回答の生徒を８０％以上にする。 

 

重点領域３ 主体性の育成と自己肯定感の向上 
中期経営目標 自分の意志の意志や判断に基づいて、責任をもって行動できる力を育成する。 

短期経営目標 
行事において生徒に主体的に取り組ませることにより、達成感や充実感を味わわせ、 

自己肯定感を高める。 

項目 努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 

生徒が各種行事に主体的に取り組み、自らの力

を伸ばすとともに、友達と協力して頑張る姿勢

を育成する。 

「運動会や学芸発表会などの学校行事に自ら進

んで意欲的に参加できた」で肯定的な回答の生

徒を９５％以上にする。 

２ 

生徒一人一人の良さを認め伸ばす教育を実践

し、生徒の自己肯定感を高めたり、生徒に夢をも

たせたりできるように取り組む。 

「夢をもち、その実現のため努力した」で肯定的

な回答の生徒を８０％以上にする。 

３ 
部活動の活性化を図り、生徒の活動意欲を喚起

できるように取り組む。 

「部活動に積極的に参加できた」で肯定的な回

答の部活動の部員を９５％以上にする。 

 

重点領域４ 保護者・地域との連携の強化 
中期経営目標 「保護者や地域に信頼され、地域とともに歩む学校の実現 

短期経営目標 

○ 学年便りや学校ホームページを通して保護者や地域への分かりやすい情報の発信 

○ 関係機関と連携した多面的な生徒指導の充実 

○ 教職員の社会人としての礼儀やマナーの習得と実践 

項目 努力指標（教師側） 成果指標（こども側） 

１ 

学年便りや学校ホームページを通して、生徒の

学校生活の様子を保護者や地域と情報共有でき

るように取り組む。 

「学校は日々の教育活動を保護者会やホームペ

ージ等で分かりやすく伝えている」で肯定的な

回答の保護者を９５％以上にする。 

２ 
スクールカウンセラーや諸機関と連携しながら

生徒の健全育成に取り組む。 

「学校はスクールカウンセラーや関係機関と連

携し、生徒指導を行っている」で肯定的な回答の

保護者を９５％以上にする。 

３ 
来校者への挨拶や対応を丁寧に行うなど、社会

人としての礼儀・マナーを身に付ける。 

「教職員の挨拶や対応がよい」で「そう思う」と

回答する保護者を８０％以上にする。 
 


